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本
案
件
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
第
三
位
の
人
口

二
六
〇
万
人
を
擁
す
る
フ
ァ
イ
サ
ラ
バ
ー
ド
市
内
に
給

水
す
る
た
め
、
近
郊
に
掘
削
す
る
深
井
戸
か
ら
日
取
水

量
九
万
一
、〇
〇
〇
立
方
㍍
を
中
継
施
設
（
塩
素
処
理

施
設
）
経
由
で
配
水
施
設
ま
で
送
水
す
る
施
設
整
備
計

画
で
す
。
工
事
は
フ
ァ
イ
サ
ラ
バ
ー
ド
上
水
道
整
備
計

画
と
フ
ァ
イ
サ
ラ
バ
ー
ド
上
水
道
拡
充
計
画
の
二
つ
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
か
ら
構
成
さ
れ
る
日
本
の
無
償
援
助
工
事

で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

　

パ
キ
ス
タ
ン
は
南
ア
ジ
ア
に
位
置
し
、
西
に
イ
ラ
ン
、

北
西
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
北
東
に
中
国
、
東
に
イ
ン

ド
と
話
題
に
上
る
国
々
と
国
境
を
接
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
世
界
四
大
文
明
の
一
つ
の
イ
ン
ダ
ス
文
明
の
発
祥

の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
、
国
土
面
積
は
日
本
の
約
二
倍
、

人
口
は
世
界
第
六
位
の
一
億
七
、五
〇
〇
万
人
超
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
に
開
発
さ
れ
た
世
界
有
数
の

灌
漑
網
を
活
用
し
た
農
業
生
産
高
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二
〇
％

以
上
を
占
め
る
主
要
な
産
業
で
す
。
主
な
品
目
は
、
サ

ト
ウ
キ
ビ
（
世
界
第
五
位
）、
マ
ン
ゴ
ー（
同
六
位
）、
小

麦
（
同
八
位
）、
米
（
同
一
一
位
）、
綿
花
（
同
四
位
）

な
ど
で
す
。

　

他
方
、
電
気
・
ガ
ス
の
供
給
事
情
は
年
々
悪
く
な
っ

て
い
ま
す
。
電
気
に
関
し
て
は
、
総
電
力
需
要
を
上
回

る
発
電
能
力
を
有
す
る
も
の
の
、
実
際
の
発
電
量
は
設

備
能
力
の
六
割
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
首
都
イ
ス
ラ
マ

バ
ー
ド
で
も
計
画
停
電
が
実
施
さ
れ
一
日
四
〜
五
時
間

の
停
電
、
地
方
都
市
部
で
も
一
日
一
〇
時
間
、
農
村
部

で
は
一
四
時
間
程
度
の
停
電
が
続
き
、
主
要
工
場
が
稼

働
停
止
と
な
る
事
態
が
継
続
し
て
発
生
し
、
住
民
や
工

場
労
働
者
に
よ
る
デ
モ
騒
ぎ
が
起
き
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
ガ
ス
供
給
も
不
足
し
て
お
り
、
ガ
ス
発
電
プ
ラ
ン
ト

も
操
業
を
停
止
せ
ざ
る
を
得
ず
、
停
電
の
拡
大
に
つ
な

パ
キ
ス
タ
ン・フ
ァ
イ
サ
ラ
バ
ー
ド
の
紹
介

　

市
郊
外
の
用
水
路
沿
い
の
一
五
㌔
㍍
に
約
七
五
〇
㍍

間
隔
で
深
さ
一
六
〇
㍍
の
深
井
戸
二
五
本
を
設
置
し
、

揚
水
し
た
井
戸
水
を
直
径
四
〇
〇
㍉
㍍
〜
一
、〇
〇
〇

㍉
㍍
の
鋳
鉄
管
と
鋼
管
で
、
灌
漑
用
水
路
と
幹
線
道
路

の
下
越
し
を
含
む
延
長
一
五
㌔
㍍
を
集
水
し
ま
す
。
こ

れ
を
、
塩
素
処
理
す
る
容
量
四
、〇
〇
〇
立
方
㍍
の
中

継
施
設
を
経
由
し
て
、
直
径
一
、〇
〇
〇
㍉
㍍
、
延
長

一
二
㌔
㍍
の
鋼
管
で
容
量
三
万
六
、〇
〇
〇
立
方
㍍
の

配
水
施
設
ま
で
送
水
す
る
も
の
で
す
。

　

本
計
画
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
に

よ
っ
て
策
定
さ
れ
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
も
と
に
国
際

協
力
が
開
始
さ
れ
、
日
本
国
は
一
九
九
五
年
に
本
案
件

を
含
む
基
本
設
計
に
着
手
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
五
年
に

一
期
工
事
（
フ
ァ
イ
サ
ラ
バ
ー
ド
市
内
の
配
管
改
善
工

事
）
が
開
始
さ
れ
、
翌
年
に
竣
工
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
九

年
十
二
月
よ
り
今
回
の
整
備
計
画
に
着
手
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

一
九
七
〇
年
代
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
時
点
で
想

定
さ
れ
た
ス
ピ
ー
ド
を
上
回
る
人
口
増
加
が
あ
り
、
現

状
で
は
一
日
六
時
間
に
及
ぶ
給
水
制
限
や
水
圧
不
足
等

も
あ
り
、
市
民
へ
の
給
水
サ
ー
ビ
ス
は
劣
悪
化
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
整
備
事
業
完
了
後
で
も
市
水
接
続
率
は

五
〇
％
程
度
に
と
ど
ま
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
一
層
の

整
備
が
望
ま
れ
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
不
安
定
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
は
経
済
発

展
の
足
か
せ
に
も
な
っ
て
お
り
、
同
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
年

間
三
〜
四
％
押
し
下
げ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

フ
ァ
イ
サ
ラ
バ
ー
ド
は
、
治
安
面
で
は
こ
こ
数
十
年

テ
ロ
事
件
が
発
生
し
て
い
な
い
の
で
政
情
が
比
較
的
安

定
し
た
地
域
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
二
〇
一
一
年

三
月
八
日
に
市
内
中
心
部
で
爆
破
テ
ロ
が
発
生
し
、

二
〇
名
を
超
え
る
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と

に
工
事
エ
リ
ア
か
ら
二
〇
㌔
㍍
以
上
離
れ
て
い
た
た
め
、

関
係
者
に
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
お
、
パ
キ

ス
タ
ン
政
府
は
、
工
事
関
係
者
の
た
め
に
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
ポ
リ
ス
を
配
置
す
る
こ
と
で
安
全
確
保
に
努
力
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

市
中
の
配
管
工
事
の
際
に
は
、
沿
線
住
民
の
方
々
の

多
大
な
応
援
を
受
け
て
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

工
事
完
成
後
に
、
本
案
件
施
設
か
ら
の
安
全
な
水
が
そ

の
方
々
に
広
く
行
き
渡
り
、
そ
の
生
活
の
助
け
と
な
る

こ
と
は
、
我
々
工
事
関
係
者
の
悲
願
で
す
。
本
案
件
は

日
本
国
政
府
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
パ

ン
ジ
ャ
ブ
州
他
の
政
府
関
係
者
の
方
々
か
ら
も
多
大
な

る
支
援
を
受
け
て
こ
こ
ま
で
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
ご
指
導
頂
き
な
が
ら
無
事
竣
工
を

目
指
し
ま
す
。

お
わ
り
に

世界で活躍する
日本の建設企業

配水池における既設管路との接続状況

世界で活躍する日本の建設企業 パキスタン・イスラム共和国

Pakistan

中継施設

配水池内部

取水建屋


